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論　　文　　の　　要　　旨
　原子に電子を衝撃するとラ原子は励起したり雪イオン化したりする。その機構は普通励起原子や
イオン化原子のスペクトルをしらべたりヨ衝撃に用いられる電子のエネノレギー損失スペクトルを観
測することによって研究されている。しかしラ尚残された方法としてライオン化の場合，できたイ
オンの種類や，イオンの持つエネノレギーを分析する方法がある。本研究は，亜鉛およびカドミウム
原子の電子衝撃イオン化効率を質量分析器を用いて測定しラ効率曲線に現われる微細構造から。イ
オン化の際におきる原子一電子間の相互作用の機構を解明したものである。
　イオン質量分析には市販の四重極型質量分析器が用いられたが、イオン源としては著者が考案し
た特別の装置が用いられヨ電子線のエネノレギー分布がマックスウェル型になる様に工夫されヨこれ
によってイオン流曲線をデコンボリュートすることによって高い分解能O，05ev（FWHM）が得られ
た。イオン流の測定にはヨ数十時問におよぶ蓄積が行われヨ雑音を小さくすることによって成功し
ている。そして，今まで観測されていない数多くの微細構造が観測された。
　これらの構造のエネルギー位置と強度はヨ光学スペクトル，電子線エネルギー損失スペクトルと
比較されヨ多くの線でよい一致が見られた。その上ヨ光学吸収では全く現われなき多くの新しい準
位が発見されたい例えば，（∂珊∫2）（ゴ10力2）電子配位から生ずる多くの準位である。これは争光学吸
収では，電気的双極子遷移のみが強く現われるのに反しヨ電子衝撃ではその他の多重極遷移も強く
現われるためで。これから光学的禁制準位に関する多くの情報が得られた。又イオン化効率曲線に
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はヨイオン化しきい値より十数eV高い所に巨大構造が観測され雪その形を詳細に解析してヨー時的
負イオン状態の自動電離によるものと解釈された。
審　　査　　の　　要　　旨
　原子の励起エネノレギーが10～30evの領域は。光学吸収ではXUV領域で里最近急速に研究が進めら
れている分野である。本研究では，原子の励起に関して里光学スペクトルとは異る方面から研究を
進め，光学吸収や電子線エネルギー損失スペクトルのみでは得られない多くの貴重な情報を得るこ
とに成功した。本研究ではラ（が82）という電子配位をもつ原子，CdとZnに研究が限られている
が，この研究方法は他の電子配位の原子にも応用でき，原子構造の解明に寄与する所は極めて大き
い。また官電子衝撃による原子イオン化現象の研究は，プラズマ等の研究にも不可欠でありラ応用
物理学にも重要な貢献をしたものと言うことができる。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに充分な資格を有するものと認める。
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